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まちの話題
雄勝地区

12月１日（土）・2日（日）
荒浜海水浴場

　塩害を受けた樹木や土、がれきを使用しての「雄勝希望のキャンバス」（長さ40㍍
×高さ4㍍）が荒浜海水浴場に完成しました。目の前に海を望む巨大な土壁には、
支援への感謝や復興への願い等、多くの皆さんがそれぞれの言葉を刻みました。
　鎮魂と復興を誓う希望のアートを作ろうと、岐阜県高山市の左官職人、挟

は さ ど

土
秀
しゅうへい

平さん等が企画。1日にメッセージを書き込み、翌2日の完成イベントでは、
「雄勝法印神楽」や「伊達の黒船太鼓」も披露されました。

キャンバスに
ふるさと復興誓う

河北地区

12月14日（金）
飯野川第一小学校校庭

　飯野川第一小学校と、校舎を借りて学校生活を送る大川小学校、河北幼稚園
の子どもたちが、友好都市締結10周年を記念し、山形県河北町から贈られたサ
クランボの苗木6本を同校庭に植樹しました。

　　

友好の証し
　サクランボを植樹

　
１
月
５
日
㈯
は
桃
生

地
区
、13
日
㈰
は
石
巻・

河
北
・
雄
勝
・
河
南
・
北

上
・
牡
鹿
の
各
会
場
で

成
人
式
が
開
催
さ
れ
、

華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー

ツ
姿
の
新
成
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、実
行

委
員
に
よ
る
工
夫
を
凝

ら
し
た
企
画
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、出
席
し
た
新

成
人
は
友
人
た
ち
と
の

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
な
が
ら
、古
里
復
興

の
原
動
力
と
し
て
貢
献

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。

河
南
地
区（
遊
楽
館
）

北
上
地
区（
北
上
中
学
校
体
育
館
）

河
北
地
区（
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー
）

雄
勝
地
区（
雄
勝
総
合
支
所
仮
庁
舎
）

桃
生
地
区（
桃
生
公
民
館
）

牡
鹿
地
区（
牡
鹿
中
学
校
体
育
館
）

石
巻
地
区（
石
巻
専
修
大
学
体
育
館
）

▪

▪

希
望
胸
に
新
た
な
門
出

祝
成人

二
十
歳
の
誓
い

　古里復興へ貢献誓う
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まちの話題
河南地区

　子どもたちに心からの笑顔を届けたい。明日を生きるための希望の種を見つ
け、強くしなやかに生きていってほしい―。そんな思いで、元全日本女子バレー
ボール選手の大山加奈さんが先生役を務める「スポーツこころのプロジェク
ト」が行なわれました。大山さんは夢先生として子どもたちとゲーム等でふれ
あいました。子どもたちは、日本一を夢見てそれを成し遂げた大山さんの話に、
目を輝かせていました。

１月３日（木）
桃生総合支所

　市消防団桃生地区団の消防出初式が行われ、消防団員、消防署員約230人が参
加し、一斉放水等で士気を高めました。式典では地区団長が「市民の期待に応えら
れるよう一致団結して任務に取り組んでいきます」と決意を語りました。
　屋外演習では、地区団旗を持った団員たちが堂々とした行進で消防車を先導。
その後の一斉放水では、青や黄色等7色の水が勢い良くアーチを描き、新年の空
を鮮やかに彩りました。

新春の空
に

　虹色ア
ーチ

桃生地区

2013.2.1

１２月１１日(火)
須江小学校 スポーツ笑顔の教室

行
政
情
報

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
国
保
税

お
よ
び
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

減
免
申
請
の
お
知
ら
せ

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
世
帯
で
、次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
、国
民
健

康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
減
免
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対　
象

・
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
、

　

重
篤
な
傷
病
、障
害
者
、行
方

　
不
明
と
な
っ
た
場
合

・
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入

　

が
減
少
し
た
場
合（
所
得
制

　
限
あ
り
）

・
住
居
が
全
壊
、大
規
模
半
壊

　
ま
た
は
半
壊
し
た
場
合

申
請
期
限　
３
月
29
日
㈮

※
り
災
判
定
が
変
動
し
た
方
、

　
遡
っ
て
国
保
に
加
入
し
た
方

　
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

　

の
で
、未
申
請
の
方
は
早
め

　
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
減
免
は
平
成
24
年
９
月
30
日

　
ま
で
に
係
る
保
険
税
お
よ
び

　
保
険
料
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
（
平
成
24
年
10
月
１
日
以
降

　
に
資
格
取
得
さ
れ
た
方
は
対

　
象
外
と
な
り
ま
す
）

申
・
問　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
３
７
～

　
　
　
２
３
３
９・２
３
４
２
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

申

問

救
急
病
院
の
適
切
な
受
診
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、休
日

や
夜
間
、軽
傷
・
重
症
を
問
わ

ず
、石
巻
赤
十
字
病
院
に
多
く

の
患
者
が
集
中
し
て
お
り
、重

症
患
者
の
対
応
に
支
障
を
来
し

か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

石
巻
医
療
圏
の
救
急
医
療
体

制
を
守
る
た
め
に
も
、適
切
な
受

診
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
自
分
で
歩
行
が
可
能
な
方
は
、

休
日
の
受
診
⇨
休
日
当
番
医
へ

夜
間
の
受
診
⇨
夜
間
急
患

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
へ

問　
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
94

－

５
１
１
１

４
月
か
ら
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、

入
院
分
の
助
成
に
つ
い
て
対
象

年
齢
を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
大

し
ま
す
。

助
成
対
象
者

※
制
度
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、

　

所
得
制
限
額
を
超
過
す
る
場

　
合
は
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
が
必
要
と
な
る
方

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、平

成
10
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
12

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
ど
も

（
平
成
25
年
度
の
中
学
2・3
年

生
）の
保
護
者（
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
は
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
平
成
25
年
度
に
中
学
1
年
生

　

に
な
る
子
ど
も
の
保
護
者

　

で
、現
在
受
給
者
証
の
交
付

　
を
受
け
て
い
る
方
は
申
請
の

　
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
助
成
該
当
者
に
は
3
月
下
旬

　
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付

　
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

申
請
が
必
要
な
方
に
、２
月

上
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま

現在
（平成24年度）

助成対象年齢拡大後
（平成25年度）

入院・外来
０歳～小学４年生
入院のみ
小学５・６年生

入院・外来
０歳～小学４年生
入院のみ
小学５年生～中学３年生

年
金
記
録　
も
う
一
度
確
認
を

　

年
金
記
録
に「
も
れ
」や「
誤

り
」は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
誕
生
月
に
送
付
さ
れ
て
い
る

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」等
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、不
明
な
点
が
あ

れ
ば
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
年
金
記

録
が
確
認
で
き
る「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

す
。必
要
事
項
を
記
入
し
、２
月

28
日
㈭
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
郵

送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
健
康
保
険
証（
お
子
さ
ん
の

　

名
前
が
入
っ
た
も
の
、郵
送

　
の
場
合
は
写
し
）

・
印
か
ん（
ゴ
ム
印
を
除
く
。

　
認
印
で
可
）

※
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、

　
市
に
住
所
を
有
し
て
い
な
い

　

保
護
者
の
方
は
、前
住
所
地

　

か
ら
の
所
得
証
明
書（
平
成

　
24
年
度
分
）ま
た
は
源
泉
徴
収

　

票
の
写
し（
平
成
23
年
分
）

　
が
必
要
で
す
。

※
所
得
状
況
を
確
認
す
る
こ
と

　

に
同
意
さ
れ
な
い
方
も
、所

　
得
証
明
書
等
を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

◆
現
在
小
学
4
年
生
で
受
給
者

　
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

　

が
4
月
1
日
か
ら
使
用
す

　
る
受
給
者
証
は
3
月
下
旬
に

　
送
付
し
ま
す
。

申
・
問　
保
険
年
金
課

　
　
　
　
（
内
線
２
３
４
４
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
各
支
所

申

問

て
い
ま
す
。こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

市
保
険
年
金
課
で
も
、申
し
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、各
総
合
支
所
お
よ
び

各
支
所
で
は
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
本
人
確
認
が
で
き
る
顔
写
真

　

付
き
の
公
的
証
明
書
類（
運

　
転
免
許
証
等
）

※
顔
写
真
の
な
い
証
明
の
場
合

　
は
、２
種
類
以
上
の
証
明
書
類

②
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

　
（
年
金
手
帳
等
）

③
印
鑑（
認
印
）

④
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合

　
は
委
任
状

申
・
問　
日
本
年
金
機
構

　
　
　
　
0570

－

058

－

555

　
　
　
　
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
石
巻
年
金
事
務
所

　
☎
22

－

５
１
１
７

　
市
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
５
３
）

申

問

水
道・下
水
道
の
手
続
き

転
出
す
る
方

　

水
道
企
業
団
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。そ
の
際
、お
手
元
に

「
水
道
使
用
水
量
等
通
知
書（
検

針
票
）」を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

転
入
し
た
方

　
申
し
込
み
の
際
は
、ポ
ス
ト・

玄
関
に
入
れ
て
あ
る「
水
道
を

ご
使
用
さ
れ
る
お
客
様
へ
」に
記

入
さ
れ
て
い
る「
お
客
さ
ま
番

号
」に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。引
っ
越
し
の
５
日
前
ま
で

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
土
日・祝
日
を
除
く
）

　

な
お
、水
道
料
金
と
下
水
道

使
用
料
は
、水
道
企
業
団
で
合

算
請
求
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
・

【
旧
石
巻・河
南
地
区
】

　
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

　
営
業
課

　
☎
95

－

６
７
１
１

【
河
北・桃
生・雄
勝・北
上
地
区
】 

　
北
部
地
区
管
理
事
務
所

　
☎
62

－

２
１
１
５

【
牡
鹿
地
区
】

　
牡
鹿
営
業
所

　
☎
45

－

２
１
１
７

　
市
下
水
道
管
理
課

　
（
内
線
５
６
９
４
）

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

申

問

農
業
者
の
皆
さ
ん　
老
後
の
備

え
は
農
業
者
年
金
で
安
心
！

　

新
し
い
農
業
者
年
金
は
、次

の
全
て
に
該
当
す
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

今
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　
平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
25

年
１
月
ま
で
の
４
カ
月
分
の
児

童
手
当
に
つ
い
て
は
、２
月
８

日
㈮
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

　

な
お
、出
生
等
に
よ
り
児
童

の
数
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
や

転
入
、転
出
等
を
さ
れ
た
場
合

は
、別
途
で
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、早
め
に
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。申

請
が
遅
れ
ま
す
と
、受
給
で
き

な
い
月
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問　
子
育
て
支
援
課

　
　
（
内
線
２
５
１
４
）

問

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
す
る
方

③
60
歳
未
満
の
方

・
農
業
所
得
の
申
告
の
際
に
、

　
全
額
社
会
保
険
料
控
除
対
象

　

と
し
て
申
告
で
き
、節
税
に

　
も
役
立
ち
ま
す
。

・
保
険
料
は
月
額
２
０
、０
０
０
円

　

か
ら
６
７
、０
０
０
円
ま
で

　

と
な
り
、自
由
に
選
択
で
き

　
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

問　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
☎
62

－

４
８
２
６

問

住
宅
移
転
事
業
の
対
象
と
な
ら

な
い
被
災
世
帯
を
対
象
と
し
た

独
自
の
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
申
請
受
付
は
２
月
１
日
㈮
か

ら
で
す
が
、事
前
予
約
が
必
要

で
す
の
で
、受
付
日
時
を
電
話

で
予
約
の
上
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
制
度
の
詳
細
は
市
報
１
月
15
日

　

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始　
２
月
１
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
※
土
日・祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所　
市
役
所
３
階
被
災

　
市
民
生
活
支
援
課
・
各
総
合

　
支
所
保
健
福
祉
課

問　
被
災
市
民
生
活
支
援
課　

　
　
（
内
線
３
９
５
７
）

問

石
巻
市
東
日
本
大
震
災
被
災
者

住
宅
再
建
資
金
利
子
補
給
補
助

金
交
付
制
度
申
請
受
付
を
開
始

し
ま
す

　

市
で
は
、災
害
危
険
区
域
外

の
被
災
世
帯
、災
害
危
険
区
域

内
で
も
防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
お
よ
び
が
け
地
近
接
等
危
険

問
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まちの話題
北上地区

１２月１５日(土)
石巻市立牡鹿中学校

体育館

　クリスマスドリームは、地域の文化活動支援と次代を担う子どもたちの豊かな
心を育む目的でクリスマスシーズンに行われるイベントです。東北電力㈱主催、市
と市教育委員会が共催しました。鮎川小・大原小・寄磯小・牡鹿中の子どもたちに
よる合唱や太鼓演奏、獅子舞等の元気な演技が繰り広げられ、会場の皆さんか
らは大きな拍手が送られていました。

牡鹿地区

行
政
情
報

平成25年度　市・県民税の申告について
＜市・県民税の申告が必要な方と不要な方＞

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

い
い
え

は
い

は
い

い
い
え

は
い
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いいえ

いいえ
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はい

いいえ いいえ

スタート
1月1日現在石巻市に住んでいますか？

　震災により住宅や家財に被害を受け、所得税の雑
損控除の申告を既に済ませ、翌年以降に繰り越され
る損失額がありますか？
　または、これから雑損控除の手続きを行う予定で
すか？

昨年中収入はありましたか？

税務署で所得税の確定申告を行いますか？

収入は給与でしたか？

収入は公的年金のみでしたか？

申告は必要ありません
　ただし、下記の①または②に該当する方で社会保
険料控除や生命保険料控除等の所得控除があれ
ば、申告をすると有利になる場合があります。
①昭和23年1月1日以前生まれで公的年金収入が
　155万円を超える方
②昭和23年1月2日以降生まれで公的年金が105
　万円を超える方

1月1日現在にお住まいの市町村へお尋ねください。

所得税の確定申告が必要です
　詳しくは、5ページ「税務署からのお知らせ」の
項目をご確認ください。

申告は必要ありません
　ただし、国民健康保険に加入している方や、公営
住宅へ入居している方、児童扶養手当を受給してい
る方、所得に関する証明書が必要な方等は、申告を
行ってください。

　給与以外に営業・農業・不動産等の所得があります
か？または2カ所以上から給与を受けていますか？

市・県民税の申告は必要ありません

　勤務先で年末調整が済んでおり、
その内容に変更はありませんか？

申告は必要ありません
　ただし、医療費控除等の所得控除を受ける場合
は、申告をしてください。

申告が必要です

障
害
者
法
定
雇
用
率
の
引
上
げ

　

す
べ
て
の
事
業
主
は
、法
定

雇
用
率
以
上
の
割
合
で
障
害
者

を
雇
用
す
る
義
務（
障
害
者
雇

用
率
制
度
）が
あ
り
ま
す
。

　
法
定
雇
用
率
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、障
害
者
の
雇
用
状
況
の

報
告
義
務
の
対
象
と
な
る
事
業

主
の
範
囲
が
、従
業
員
56
人
以

上
か
ら
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人
以
上
に
変
わ
り
ま

す
の
で
、事
業
主
の
皆
さ
ん
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ご
注
意
く
だ
さ
い
。

施
行
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４
月
１
日
㈪

法
定
雇
用
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2.0
％
に
引
き
上
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（
現
行
1.8
％
）

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻

　
　
☎
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－

０
１
５
８

問裁
判
所
か
ら

債
務
を
整
理
す
る
た
め
の
裁
判

所
の
手
続
き

　

個
人
で
あ
る
債
務
者
が
、借

り
入
れ
や
商
品
の
購
入
等
に
よ

り
債
務（
借
金
や
購
入
代
金
等

の
支
払
義
務
）が
増
え
た
り
、何

ら
か
の
事
情
で
収
入
が
減
っ
た

り
し
て
、債
権
者（
支
払
先
）に

約
束
ど
お
り
支
払
う
こ
と
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
の
裁
判
所

の
手
続
き
と
し
て
、「
特
定
調

停
」、「
個
人
再
生
」、「
破
産
」等

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、「
裁
判
所
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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台
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－
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１
１
５（
直
通
）
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w
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「
石
巻
市
暴
力
団
排
除
条
例
」が

施
行
さ
れ
ま
し
た

　
「
石
巻
市
暴
力
団
排
除
条
例
」

は
、「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
」、

「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」、「
暴
力

団
に
金
を
出
さ
な
い
」の
３
な

い
運
動
を
推
進
し
、社
会
の
敵
、

暴
力
団
を
追
い
出
し
、明
る
い

街
を
つ
く
る
た
め
、条
例
を
施

行
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、暴
力
追
放
運
動
セ

ン
タ
ー
や
警
察
署
と
連
携
を
取

り
、暴
力
団
排
除
に
関
す
る
情

報
の
提
供
、相
談
、助
言
等
の
必

要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

相
談
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容

　
暴
力
団
問
題
等
に
関
す
る
困

り
事
相
談
に
つ
い
て
は
、秘
密

を
厳
守
し
ま
す
の
で
、安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先

　
（
公
財
）宮
城
県
暴
力
団
追
放

　
推
進
セ
ン
タ
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☎
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－
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－

５
０
５
０

　
宮
城
県
警
察
本
部
暴
力
団　

　
対
策
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☎
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－
８
９
３
０

　
石
巻
警
察
署
刑
事
第
二
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☎
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－
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４
１

　
河
北
警
察
署
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☎
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－

３
４
１
１

問　
市
民
協
働
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進
課

　
　
（
内
線
４
２
３
２
）

問

　今年度も市・県民税の申告が始まります。　
　右図を参考に、申告の必要な方は忘れずに申告をお願いします。
なお、地区ごとの日程については5ページの日程表をご確認ください。
申告に必要なもの
◆事業所得（営業等・農業）、不動産所得のあった方
◦収入や経費等がわかる各帳簿および領収書
　（※帳簿等は、あらかじめまとめてから来るようお願いします）
◆給与所得、年金所得のあった方
◦平成24年分の源泉徴収票または給与支払明細書
◦次の領収書および証明書（平成24年中に支払ったもの）
　　①生命保険料、個人年金保険料、地震保険料の支払証明書
　　②国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、国民年金保険料、
　　　介護保険料、その他社会保険料の領収書または証明書
■医療費控除を受ける方
◦領収書および保険等で補てんされた金額の明細書
■障害者控除を受ける方
◦障害者手帳または市で交付している「障害者控除対象者認定書」
■雑損控除の申告を既に済ませ、翌年以降に繰り越される損失額
　がある場合
◦内容の分かる申告書の控え
■所得税の還付申告を受ける場合
◦口座番号がわかるもの　◦印かん（ゴム印は不可）
注意事項
※夜間および土日・祝日の申告受付は行っておりません。
問　市民税課（内線3093～3098）・各総合支所市民生活課問

東北電力クリス
マスドリーム

福
島
第
一
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子
力
発
電
所
事
故

に
よ
る
放
射
線
の
影
響

　
放
射
線
量
の
測
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を
し
て
い

ま
す
。期
間
中
の
測
定
の
結
果
、

空
間
放
射
線
量
は
健
康
に
影
響

を
与
え
る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。測
定
は
今
後
も

定
期
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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簡
易
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。
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問
測定箇所 測定結果 測定期間

石巻駅前にぎわい広場 0.06～0.07 12/1～12/28
市立小中学校、高校、幼稚園 0.05～0.14 12/3～12/21
市立保育所、私立幼稚園、私立保育園（敷地） 0.05～0.10 12/3～12/27
公共施設等（ホットスポット調査） 0.06～0.12 12/3～12/27
牡鹿地区集落 0.06～0.16 12/3～12/18

コバルトライン
大原IC～鬼形IC 0.09～0.21

12/19
一の鳥居神社前ゲート～鬼形IC 0.11～0.23

（単位:ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時）■空間放射線量の測定結果

12月23日（日）
北上中学校

　「北上復興市～絆～感謝祭」（北上地域物産振興協会主催）が催され、多くの皆
さんが、出店や郷土芸能等のイベントを楽しみました。開催は昨年に続き２回目
で、地場産品の販売等、多彩な内容となりました。
　地元の新鮮な魚介類や農産物を市価よりも安値で提供。特設ステージのトリ
を飾ったのは塩釜港から直送された大型マグロの解体ショーで、プロの包丁さ
ばきに来場者の皆さんが見入っていました。

感謝祭で
　“絆”深める
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